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１．研究計画の概要
本研究は、規制帝国としてのＥＵ（ヨーロ

ッパ連合）を、その形成過程に遡って分析す
る。この研究は、グローバル化する現代世界
にあって、世界標準と規制の設定が経済的競
争力のみならず政治的影響力を左右すると
いう認識に基づき、この分野で米国と並ぶ力
を持つＥＵの力の源泉を、歴史と現状の両面
において解明しようとするものである。これ
は同時に、これまでチームで取り組んできた
ヨーロッパ統合史の研究をさらに発展させ、
従来の研究で軽視されてきたＥＵの帝国的
な権力の検討に接続させる新しい試みとな
る。

２．研究の進捗状況
本プロジェクトは、これまでの３年間で、

規制主体としてのＥＵの研究を実質的に前
進させ、標準化や規制に関する調査を進める
ほか、研究発表・発信に務めてきた。また、
初年度に着手されたインフラ構築、基本的問
題枠組と発見的・探索的論点の共有がその後
の２年間でさらに深化することができた。さ
らに、初年度に開催したワークショップの成
果発表を追求した。具体的には以下である。

（１）国際ワークショップの開催と人的ネッ
ト ワ ー ク 形 成 ： 21st World Congress
Workshop, Santiago, Chile, on 12-16 July
2009 、 ２ ０ ０ ８ 年 ９ 月 ５ － ６ 日 に
「 Regulatory/Standardisation Politics of
the European Union and the World」と題し、
札幌にて国際ワークショップを開催した。引
き続き２００９年７月１２－１６日にはチ
リのサンチャゴにて世界国際政治学会の部
会を組織した。さらに、２０１０年９月には

台北にてアジア太平洋地域の規制について
考える公開シンポを持った。これらを通じて、
ＥＵと標準化・規制について最新の研究を交
換したほか、外国との人的ネットワーク作り
を積極的に進めた。

（２）北海道大学ＧＣＯＥ（多元分散型統御
の新世代法政策学）紀要の特集号で、ＥＵの
標準化・規制権力に関する英文出版を試みた。
これを基とし、最終年度に日本語の編著を編
纂するのだが、そのためのドラフト交換会を
２０１０年９月に組織した。

（３）文献・インフラの整備：事務・連絡体
制、拠点でのセミナー開催、ライブラリや IT
関係設備など、初年度から体勢を整えてきた。
そのおかげで若手研究者のリクルートも首
尾良く進行し、スムースに共同研究に当たっ
てこられた。

３．現在までの達成度

②概ね順調に進展している。
（理由）

上記で述べたように、最終年度における編
著公刊に向けて、研究組織作り、図書整備、
国際ワークショップ開催などを積み上げて
こられた。すでに編著『ＥＵの規制力』の公
刊は、日本経済評論社との間で合意しており、
執筆陣も最終確定し、２０１１年度６月の最
終ドラフト読み合わせ会に向けて、各人鋭意
執筆中である。

４．今後の研究の推進方策
最終年度は、上記編著の公刊に向けて全力

を注ぐ。９月締め切りで年度内刊行を実現し、
成果を世に問う予定である。
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